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奈良国立博物館
だより

珠玉の仏たち
鎌倉の仏像
武家のみやこ

―迫真とエキゾチシズム―
４月５日（土）～６月１日（日）
東・西新館

通期開催
なら仏像館

通期開催
青銅器館

※なら仏像館は、９月８日より休館します。
（詳細は中面「出陳一覧」をご確認ください）

特 

別 

展

国宝 醍醐寺のすべて
醍醐寺文書聖教7万点　国宝指定記念

―密教のほとけと聖教―
７月19日（土）～９月15日（月・祝）
東・西新館

特 

別 

展 中国古代青銅器
名 

品 

展



　貴重な文化財を次世代に伝えるた
め、皆さまのご支援とご協力を仰いで
おります。文化財の修理保存のため
の募金箱をなら仏像館に設置いたし
ました。500円以上のご寄附をいただ
いた方には、当館オリジナルの仏像ガ
イドブック『仏像を観る』（B5版31頁、
カラー印刷）を進呈いたします。

文化財修理保存のためにご寄附を！
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❖ 第43回 奈良国立博物館 夏季講座 ❖

　奈良国立博物館では、この夏に特別展「国宝 醍醐寺のすべて
　密教のほとけと聖教　」が開催されます。これに関連して今回の
夏季講座では、醍醐寺の歴史と美術、またあまり知られていない南
都との深い結びつきをとりあげ、日本史、美術史など様々な研究分
野の第一線でご活躍の先生方をお招きし、ご講演をいただきます。
　特別展の観覧も含めて３日間の充実した連続講座です。どうぞ
奮ってご参加下さい。

開 催 日：平成26年8月19日（火）～21日（木）

主　　催：奈良国立博物館

会　　場：奈良県文化会館　国際ホール
　　　　　　　　　　　　　　　（近鉄奈良駅から徒歩約5分）

受 講 料：3,500円　
＊会場費、テキスト代などを含みます。受付決定後に振り  

　込んでいただきます。

定　　員：600名
＊先着順。ただし定員数の８割を超えてから到着した分は、

　奈良国立博物館パスポートメンバーを優先とし、その他は

　抽選で決定いたします。

応募方法：往復はがきによる郵送に限ります。
＊往復はがきに「夏季講座参加希望」と書き、

　[氏名・住所・郵便番号・電話番号・性別・年齢］を明記してく

　ださい。

＊奈良国立博物館パスポートメンバーの方は、カード番号も

　お書きください。

＊返信用はがきには宛名を記入してください。

＊はがき１枚につき申込者１名 としてください。

受付開始：5月19日(月）
＊受付開始日以前にご応募いただいた場合は無効とさせて

　いただきます。

＊先着順で受付け、受講番号と受講料振り込み先を記した返

　信用はがきをお送りします。

応募締め切り：7月11日(金) 必着
＊定員の８割を超えてから到着した分は、受入の可否を７月

　18日(金)までにご連絡いたします。

申込・問合先：〒630-8213　奈良市登大路町50 
　　　　　　　奈良国立博物館 学芸部教育室
　　　　　 　TEL 0742-22-4464　FAX  0742-22-7221
＊ホームページで最新の情報をご覧いただけます。　　　　　　　　
　　　　http://www.narahaku.go.jp/

　

はっそうあん

　当館の隠れた名所、茶室・八窓庵をとりまく庭園をご案内いたします。
桜の開花にあわせ、当館ボランティアが見どころを解説いたします。
　今回は仏教美術資料研究センター（重要文化財・旧奈良県物産陳列所）の
外観も同時にご覧いただけます。

もっ

と知
りたい

！奈良博の魅力

仏教美術資料研究センターの外観見学

春の庭園散策しませんか？

庭園散策

◆時　　間：午前10時～12時、
　　　　　　午後１時～３時　
　　　　　　　 ※随時受付
◆受　　付：仏教美術資料研究センター
　　　　　　（春日大社参道沿い）
◆料　　金：無　料　
　　　　　　（観覧券等の提示は不要です）
◆内　　容：当館ボランティアが建物を解説します。建物内部には入れません。

「醍醐寺と南都の密教」

３月29日(土)・30日(日)、４月26日(土)・27日(日）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　雨天時は中止

◆時　　間：午前10時～、午後１時～　
　　　　　　　※所用時間約60分
◆集合場所：なら仏像館入口付近
◆料　　金：無　料　
　　　　　　（ただし、当日観覧券もしくはその半券、
　　　　　　　　国立博物館パスポート等をご提示いただきます）
◆定　　員：各回とも先着20名　※事前申込み不要


